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男女共同参画室の取り組み

月１６日に、大学 院キャリアセン ーと共同で外部 セ ーを実
しました。セ ーではま 、「科学研究 の き方」に関する講演
を、研究推進産学 携 の 田 作研究推進本部長に行っていただきました。
次に、「私の研究 経 」と して、大学院医歯薬学総合研究科の 美 准

月１０日、本部 第一会 室で「第１回
男女共同参画に関する 理職セ ー」を実

しました。この 理職セ ーは、 東
大学理事（人事 務・キャン ス環境・男女
共同参画 ）である 原 氏を講師として
お招きし、本学の 理職員を対 に行いまし
た。
セ ーには、 員４名を含む ０名もの
理職員が多 な業務の合間を って参加さ

れました。講師の 原 氏からは、東 大学
における ビーシ ー利用 制度な

から 目を びた育児支援を含む 々の取り組 や、大学中 部 の女性参画
の現状に関する講演をしていただきました。また「 ひ第２回の 理職セ ーも
実 してください。」と ましの もいただきました。
セ ーでは 陽子室長が本学における男女共同参画の取組状況を すると共

に本年４月に 用されたウーマンテ アトラ ク教員の活躍等を 介いたしまし
た。 に 学長から「男女共同参画に関する本学 成員の を えてい
く 要がある。」という い 思 があり、セ ーは 況のうちに めくくら
れました。

教授 び大 織 教に、研究 に関
する経 に加え、研究がうまくいかない
時 も含め研究活動を 続的に進めていく

での なア バイスを していただ
きました。研究 を することが研究者
として１人 になること、つまり「自立・
自由・自 」につながることであるという

准教授の には参加者一同が し
ました。
このセ ーは男女共同参画室が鹿田地区

で実 した めての事業となりましたが、
１時間 の予定時間を えた も参加者の
間での は き 、 ２０名の参加者の外
部 に関する関心の高さが われま
した。

★ 男女共同参画に す セ ーを しました

★ 部 セ ーを しました
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８月６日・７日、岡山大学 ー ンキャン スが開催されました。
今回はダイバーシティ推進本部男女共同参画室としては めての参加
でしたが、高校生および来場者とのトーキングも 実したものになり
ました。また、岡山 男女共同参画推進セン ー、岡山 男女共同参
画推進セン ーとの ラ レーシ ンで男女共同参画に関する ル

も行いました。
高校生 の ・ 発という に けての たな取り組 の

中で、高校生、保護者、教員の なさんが 心に を けてください
ました。

★ ンを しました

★ イ ン ー を しました

★ を しました

★ ー ン ン に参 しました

　７月３０日、「育児と仕事の両立～ んな感じ が問 」と
し、第２回 サロン キャリア フ を開催しました。今回は

社会 科学研究科の 本直子准教授、 平 子准教授、同研究科
教務学生 長の中 美 子氏から、育児と仕事の両立をめ っての

が行われたあと、活発な が わされました。
　働く女性が 来を考えるとき、育児と仕事の両立は けて れな
い といえるでし う。参加者からは「育児 を長 間取りた
くても、 く しなければならない があり取りにくい。」
「保育 に っている間は 心だが、 学校 学が大きな山。学

女性 ポー 室の   08 2 1 7011  

保育はあるけ ３年生まで。」な 、さまざまな問 や についての が出ました。また、今回
は めての女性サポート 室のキャリア フ との合同イ ントでもあり、活 の中に やかさも
う たなス イルのサロンとなりました。

　　　　男女共同参画室の取り組み

　８月２６日、第２回おかやまサ
イエンス・トークが ートルダム

心学 心女子高等学校で、
月２８日、第３回おかやまサイエ
ンス・トークが、岡山 立総社高
等学校で開催されました。
　 教員と大学院生の研究 介の
あと、フリートーキングでは活発
な が行われました。

　 月２ 日、女性サポート 室 催の第３回キャリア フ が医学部 会館３ の女性サポート
室で行われ、「仕事と子育ての両立に関する 」について し合われました。 日はお の時間

を って開催され、持ち ったお を ながらリラ クスした の中、さまざまな が出され
ました。参加者からは、 ・出産に う を できる人が職場 には ないことや、 ・出産に
う 制度を なしに うための職場の理 を める がありました。多くの が出された中、

共 として えてきたのは、職場 の 切な ケーシ ンの 足であり、それを うことこそが
女性たち の心 いサポートになりうるということでした。 員からは、女性サポート 室が ・
出産・職場 にかかわる に対する と の を行っていることが 介されました。
　女性が生き生きと子育てと仕事をするためには多くの問 がありますが、女性サポート 室では、学
の人と人とのつながりを作りその中で いに支えあうことが両立支援の１つと考え、こうした活動を実
しています。仕事と子育ての両立に関する問 は、女性一 人の問 ではなく男女 方、また組織

の問 です。今 は、男性職員の方にもご参加いただき、働きやすく子育てしやすい職場の 作りを
一緒に考えてもらえたらと思っています。



　　　　　　　　　　　　岡山大学に息づく研究者たちの軌跡
　私は現在、 に薬学部 年制教育の中でも
教育に携わっていますが、これまで私が経 して
きた事、 に 現場での な を学生さん

えることを心がけています。 大学を 業
、 大薬学部・東工大生 理工学部・ マリア

ン 医大医学部な で研究員・ 手を 年経 し
てから大学 院の薬 師を 年してきたという経

があります。 研究を行うため、実 に薬
療をしている 者さんや医師・ 護師と会 を

して、 を自分の目で知ることが薬 師を経
した一 大きな理由でした。
　現在の研究 は様々な に対し薬 師
が のように関 すればよいか、その問 方

を することがテーマです。 えば、 事
取が困難で 状 にある 者の場合、

の 下やそれに い 身的な合併 を来しま
すが、そうなる に を試 的に て
予 する方 を つける研究な をしています。
　 ライ ートでは、子 が さい時には とん

手してあげられる時間をとれなかったのが心
りです。 子が 学生になってようやく 日に

一緒に ごす時間を作り、岡山に来る は 年間
子が っていた 年野 ームの を経

しました。 学生に野 の指 をする中で、
うすれば人に 事を理 できるようにうまく え
られるかという事を、 子を じて教えてもらっ
たように感じます。
　私の場合、これまで つかの職場を経 して、
多くの 師や友人、そして理 ある家 に恵まれ
たことに感 しています。今 も岡山大学の学生

に、人と人との がりが大切であることを
え、 業 グローバルに活躍してくれることを
待しています。

　私は 工学科で ーマン ン ー イン
ラクシ ンを専門としています。 に えば人間
は のように ン ー を うのがよいのか、
ン ー は のように人間に を するのが
よいのか、という方 について研究しています。

えば現在は携 に されている加 度セン
サを って ン ー を 作する方 に取り組ん
でいます。
　そもそも、私は研究者ではなく、 者になりた
いと思っておりました。やりたいことができなくて
困っているお 様を で ける、そんな仕事をし
たくて、大学 業 企業に就職しました。ところが
実 に企業の 者になるには、私には問 がある
ことを発 したのです。
　それは、  お けに がない、  人がし
ていることに がない、ということです。
　これは、利 を出さなければならない企業で、常
に の を っかけなければならない 者に
とっては 的な だと思いました。そこで、企
業を め、大学院に り、 本的にはお けのこ
とを考えなくてよく、自分の を することが
される研究者になる を選びました。

　これまで したことは、思うように研究成果が
あがらないことくらいなのですが( )、その分、配

者には をかけていると思います。 から
結 だったのですが、こ もが生まれ、 は

８ 月 育児 を取ってこ もの世 をしてく
れました。その び は 身 任で仕事に った
のですが、こ もと れて らすことに えられな
くて結 仕事を め、今は一緒に らしながら職
しをしています。その間、一度も私が仕事をするこ
とに対して をいうことなく、私は自由に きな
ことをすることができています。 をはじめとして
私を支えてくれている家 に感 しています。

★医療教育に捧ぐ★　★好きなことを追求して★

名倉弘哲 准教授
医療教育統合センター薬学教育部門

笹倉万里子 助教

自然科学研究科知能ソフトウェア基盤学

名倉弘哲 准教授
医療教育統合センター薬学教育部門
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〒700-8530 岡山県岡山市北区津島中一丁目１番１号
TEL＆FAX: 086-251-7011 

　今年度の「男女共同参
画推進シンポジウム」は
「ダイバーシティこそが
活力を生む～女性研究者
が活躍できる組織作りを
めざして～」というテー
マのもとに開催します。
　講師としてお招きする
岩切貴乃氏は、(株)東芝
で海外ＰＣの商品企画、
マーケティング、グロー
バルセールス、経営企画
等を経て、２００４年か
らは人事部門に異動され
ています。「従業員一人
ひとりが共に自分らしく
持てる力を十分に発揮す
る」会社・組織づくりを
目指して、社長直轄組織「きらめきライフ&キャリア推
進室」の発足時から携わり、２００７年から現職の多様
性推進部部長を務めておられます。
　もうお１人の講師、美馬のゆり氏のご専門は、認知科
学および教育工学です。公立はこだて未来大学の設立準
備にかかわり、２０００年度の創立時に教授に就任され
ました。２００３～２００６年は日本科学未来館副館長
も併任し、現在はＮＨＫ教育テレビ「サイエンスＺＥＲ
Ｏ」にもゲスト出演しておられます。
　週末は各地での講演に飛び回っておられるお２人を、
今回は岡山にお迎えすることになりました。皆様のご参
加を心よりお待ちしています。

岡山大学ダイバーシティ推進本部男女共同参画室ではこれからも、たくさんの事業に取り組みます。
女性研究者の支援はもちろん、皆様が働きやすい環境の大学づくりをめざして頑張ります。

★研究支援員事業について

★平成22年度男女共同参画推進シンポジウム 男女共同参画室員からのメッセージ

男女共同参画室では、平成２１年度より家庭責任と仕事の両立のための環境整備の一環として、出産・育
児・介護等の理由で研究時間の確保が困難な理系の常勤女性教員に対する研究活動の支援を試行的に行って
きました。平成２２年８月に学長裁定により「岡山大学ダイバーシティ推進本部男女共同参画室研究支援員
事業要項」を制定し、研究支援員事業の本格的な運用を始めております。

この度、第１次利用者の募集を行い選考した結果、１０月１６日付で１名の女性教員に対して研究支援員
を配置いたしました。１１月１日現在、これまでの利用者を含め合計４名の女性教員がそれぞれ１～２名の
研究支援員に週２０時間の研究支援を受けています。平成２３年度利用分の募集は平成２３年１月頃になる
予定です。

なお、男女共同参画室では岡山大学人材登録バンクを設置して研究支援員として女性教員を支援していた
だける方を随時募集しております。関心をお持ちの方は男女共同参画室までお問い合わせ下さい。

　環境整備・支援推進部門の仕事とともに、
鹿田地区での行事や、医療人支援の取組との
共催行事の運営に携わっています。男女共同
参画室では様々な分野の室員の皆様とともに
働くことで、「多様性のある組織」の良さを
実感しています。

　男女共同参画室のメンバーとして１年。私
自身はもう若手や子育ての支援をいただく立
場ではなくなっていますが、これまでいろい
ろな状況で教育研究を続けてきた中で感じた
ことを次世代の方の支援につなげていければ
と思って活動させていただいています。

片岡 仁美
（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授）

根岸 友恵
（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 准教授）

篠原 陽子
（岡山大学大学院教育学研究科 講師）

日時：2010年12月18日[土] 14：00から17：00まで
場所：岡山大学創立五十周年記念館 2階会議室

　昨年１２月よりメンバーになりました。次
世代女性研究者育成推進部門のおかやまサイ
エンス・トークでは、頼もしい高校生と出会
うことができました。
　多様性を認め、誰もが活躍できる環境を整
備するために、室員の皆さんと一緒に活動し
ています。

　岡山大学ダイバーシティ推進本部男女共同参画室よ
り、ニュースレター第２号をお届けします。これまで取り
組んできた事業内容をご紹介すると共に、今回は学内
から２名の研究者に登場していただきました。お二人の
軌跡を参考にしつつ、我々の取り組みが次世代研究者
の活躍の手助けになりますよう、願っております。


